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第３回定例会　
一般質問
　・公共施設の管理計画について全庁を横断した定期的な会議の開催を求む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小山内　浩一 議員）
第３回臨時会
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の関連事業費などを計上
決算審査特別委員会
　令和３年度決算及び各課の事業実施結果についての確認
あなたの声を村議会に聞かせてください（鬼志別南町 　椹　久生さん）
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問

問問

問

一 般 質 問 村政を問う！

一 般 質 問
モバイルサイト
Ｑ Ｒ コ ー ド

職員同士の情報共有を行い
住民の意向を反映しながら検討する

公共施設の管理計画について全庁を
横断した定期的な会議の開催を求む
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問

問

問
　
　
　
猿
払
村
公
共
施
設
及
び

　
　
　
村
有
地
に
つ
い
て

　
猿
払
村
で
は
、
平
成
28
年
２

月
に
猿
払
村
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
、
計
画

期
間
は
平
成
29
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
さ
れ
、

折
り
返
し
の
５
年
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　
現
在
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、

こ
の
間
に
お
け
る
変
更
点
や
再

計
画
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。
　
　
　
公
共
施
設
の
保
有
量
に

　
　
　
つ
い
て
８
・
９
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
を
削
減
す
る
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
令
和
３

年
度
末
時
点
で
は
３
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
削
減
率
と
な
っ
て
い

る
。
　
ま
た
国
か
ら
計
画
の
見
直
し

が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度

に
計
画
変
更
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
　
　
　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和

　
　
　
３
年
度
に
か
け
て
の
５

年
間
に
お
け
る
、
推
進
本
部
会

議
の
回
数
や
そ
の
中
で
出
さ
れ

た
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
内
容

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
推
進
本
部
会
議
の
開
催

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に
１
回
開
催
し
て
お
り
、

そ
の
後
は
担
当
課
な
ど
に
よ
る

個
別
の
会
議
を
開
い
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
公
共
施
設

答

問

の
改
修
や
除
却
の
優
先
順
位
、

ま
た
起
債
な
ど
の
財
源
の
平
準

化
な
ど
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
個
別
で
会
議
を
行
う
だ

　
　
　
け
で
な
く
、
全
庁
的
に

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
推

進
本
部
会
議
を
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
答
弁
不
要
）

　
　
　
令
和
４
年
３
月
に
閉
鎖

　
　
　
に
な
っ
た
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
の
解
体
時
期
、
解
体
後

の
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
解
体
予
定
は
令
和
８
年

　
　
　
度
に
実
施
設
計
、
９
年

度
に
解
体
工
事
と
な
っ
て
い
る

が
、
財
源
確
保
の
関
係
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
跡
地
の
利
用
計
画

が
定
ま
っ
た
段
階
で
着
手
す
る

予
定
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
利

用
計
画
に
つ
い
て
明
確
な
も
の

は
な
い
が
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
次
期
総
合
計
画
に
向
け
て
鋭

意
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
建
設
課
や
保
健
福
祉
課
、

　
　
　
国
保
病
院
、
教
育
委
員

会
な
ど
様
々
な
部
署
が
集
ま
り
、

具
体
的
な
提
案
を
出
し
あ
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り

か
ら
意
向
調
査
し
て
情
報
収
集

を
す
る
の
は
ど
う
か
。
村
の
見

解
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
意
向
調
査
す
る
こ
と
も

　
　
　
含
め
て
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
鬼
志
別
地
区
の
職
員
住

　
　
　
宅
建
設
予
定
と
な
っ
て

い
る
村
有
地
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
が
職
員
住
宅
用
地
と
し
て

使
用
す
る
の
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
前
述
の
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
跡
地
も
含
め
て
村
有
地

利
用
の
計
画
策
定
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
村
の
見
解
を

お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
現
在
の
総
合
計
画
の
実

　
　
　
施
計
画
の
中
で
は
、
今

後
、
建
て
替
え
を
行
う
公
共
施

設
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
公
共

施
設
の
建
て
替
え
や
新
設
に
つ

い
て
は
、
次
期
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
、
庁
内
を
横
断
的
に

検
討
し
て
進
め
て
い
く
。

　
　
　
旧
鬼
志
別
中
学
校
体
育

　
　
　
館
、
旧
猿
払
小
学
校
、

ま
た
農
業
資
料
館
、
風
雪
の
塔

も
含
め
て
４
つ
の
施
設
に
つ
い

て
除
却
が
必
要
と
考
え
る
が
、

村
の
計
画
を
う
か
が
う
。

　
　
　
個
別
施
設
計
画
に
お
い

　
　
　
て
、
除
却
方
針
と
し
て

示
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
防

犯
、
防
災
上
や
景
観
上
の
観
点

か
ら
も
計
画
的
に
除
却
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
特
に
農
業
資
料
館
に
つ
い
て

は
、
実
施
予
定
時
期
を
経
過
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
優
先
的

か
つ
速
や
か
に
除
却
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

　
　
　
り
に
つ
い
て

　
国
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ

に
す
る
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
推
進
し

て
い
る
が
、
猿
払
村
で
も
公
募

に
向
け
て
検
討
す
る
施
策
と
思

う
が
、
村
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
　
　
事
前
に
募
集
要
領
や
公

　
　
　
表
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
説
明

会
に
参
加
し
た
上
で
改
め
て
応

募
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

答

答

一 般 質 問 村政を問う！

議員 小山内浩一
お さ こう いちない

答

答

答 答

国は2050年までに温室効果ガス
ゼロを目指している
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９
月
７
日
〜
８
日
に
、
第
３

回
定
例
会
を
開
催
し
、
条
例
の

一
部
改
正
、
議
決
案
、
補
正
予

算
、
決
算
、
陳
情
・
意
見
書
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
産
業
貢
献
者
等
の
表
彰
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

同
意
し
ま
し
た
。

【
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
】

（
一
般
寄
附
）

知
来
別
在
住

　
　
沖
野　
平
昭　
様

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

さ
る
ふ
つ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
代
表

　
　
山
岸　
圭　
様

　
　
　
　
　
７
万
９
９
３
５
円

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

　
　
笠
井　
大
祐　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

（
ふ
る
さ
と
寄
附
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
募
集

　
６
月
１
日
〜
７
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
１
２
３
０
万
３
千
円

【
令
和
４
年
度
普
通
交
付
税
交

付
額
の
決
定
に
つ
い
て
】

　
21
億
８
９
０
０
万
９
千
円
で

交
付
決
定
と
な
っ
た
。

　
前
年
度
と
比
較
し
、
７
６
１

万
７
千
円
（
０
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
減
額
と
な
っ
た
。

【
浜
鬼
志
別
地
区
で
発
生
し
た

火
災
に
つ
い
て
】

　
６
月
25
日
、
浜
鬼
志
別
地
区

に
お
い
て
、
住
宅
兼
倉
庫
を
焼

損
す
る
建
物
火
災
が
発
生
し
、

通
報
さ
れ
た
後
、
消
防
車
両
に

よ
り
現
場
へ
急
行
し
、
消
火
活

動
を
行
い
完
全
鎮
火
に
至
っ
た
。

　
出
火
原
因
調
査
の
結
果
、
住

宅
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
解
体
の
た

め
に
使
用
し
て
い
た
電
動
工
具

か
ら
の
火
花
が
壁
内
部
の
木
材

に
引
火
し
出
火
、
ベ
ラ
ン
ダ
周

囲
の
外
壁
内
に
延
焼
し
た
も
の

と
判
定
さ
れ
た
。

　
周
辺
建
物
へ
の
延
焼
及
び
死

傷
者
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
７
月
30
日
、
浜
鬼
志
別

さ
る
ふ
つ
公
園
内
の
移
住
体
験

住
宅
で
壁
・
天
井
を
焼
損
す
る

建
物
火
災
が
発
生
し
、
消
防
車

両
に
よ
り
現
場
へ
急
行
し
、
完

全
鎮
火
に
至
っ
た
。

　
出
荷
原
因
調
査
の
結
果
、
調

理
の
た
め
少
量
の
油
を
Ⅰ
Ｈ
コ

ン
ロ
で
温
め
て
い
た
と
こ
ろ
加

熱
が
進
み
、
白
煙
発
生
、
発
火

と
な
り
、
さ
ら
に
慌
て
て
消
火

の
た
め
水
を
か
け
た
こ
と
に
伴

い
、
壁
や
天
井
に
延
焼
し
た
も

の
と
判
定
さ
れ
た
。

　
周
辺
建
物
へ
の
延
焼
及
び
死

傷
者
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

【
拓
心
中
学
校
部
活
動
の
全
道

大
会
出
場
結
果
等
に
つ
い
て
】

〇
第
14
回
全
日
本
春
季
軟
式
野

　
球
北
海
道
予
選
会
兼
第
19
回

　
北
海
道
中
学
校
軟
式
野
球
選

　
抜
選
手
権
大
会
稚
内
支
部
大

　
会
（
稚
内
市
）

　
拓
心
・
豊
富
・
幌
延
中
学
校

　
合
同
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
優
勝
）

〇
北
海
道
中
学
校
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
（
岩
見
沢
市
）

　
男
子
団
体
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
初
戦
敗
退
）

　
個
人
の
部

　
　
山
口　
七
聖　
さ
ん

　
　
川
谷　
歩
輝　
さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
回
戦
敗
退
）

〇
北
海
道
中
学
生
剣
道
選
手
権

　
大
会
（
千
歳
市
）

　
　
平
松　
流
河　
さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
回
戦
敗
退
）

　
　
山
口　
七
聖　
さ
ん

　
　
川
谷　
歩
輝　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
初
戦
敗
退
）

〇
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
稚
内
市
）

　
　
小
森　
源
生　
さ
ん

　
　
　
　
　
（
１
回
戦
敗
退
）

　
令
和
３
年
６
月
に
公
布
さ
れ

た
「
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
等
を

踏
ま
え
、
職
員
の
定
年
を
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

及
び
定
年
前
短
時
間
勤
務
制
を

導
入
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　
前
述
の
「
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
に

基
づ
き
、
60
歳
を
超
え
る
職
員

の
給
与
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

特
例
を
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

行
政
報
告

条

例

第３回定例会（９月７日～8日）
～こんなことが決まりました～

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

猿
払
村
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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し
た
土
地
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、

農
用
地
の
位
置
及
び
面
積
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
工
事
名
】

　
漁
船
上
架
施
設
機
能
強
化
工

　
事

【
契
約
先
】

　
株
式
会
社
サ
サ
キ

【
契
約
金
額
】

　
７
４
０
３
万
円

　
借
上
型
職
員
住
宅
整
備
事
業

に
係
る
債
務
負
担
行
為
の
追
加

や
医
療
等
職
員
養
成
修
学
資
金

貸
付
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
費
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
今
年
度
で
任
期
満
了
と
な
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
対
す

る
起
業
支
援
補
助
金
が
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
起
業
の
概

要
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
隊
員
か
ら
補
助
金
を
利
用
し

た
い
意
向
が
あ
り
予
算
計
上
し

た
が
、
詳
細
は
確
定
し
て
な
い

の
で
回
答
を
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
隊
員
が
任
期
満
了
後
も
猿
払

村
に
残
り
事
業
を
起
こ
す
こ
と

が
本
来
の
目
的
な
の
で
、
実
現

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
新
商
品
開
発
の
た
め
の
旅
費

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
新
商
品
を
開
発
予

定
な
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　
先
日
、
新
商
品
と
し
て
販
売

さ
れ
た
ホ
タ
テ
の
玉
冷
を
使
っ

た
中
華
ま
ん
「
ほ
た
て
ま
ん
」

の
打
ち
合
わ
せ
や
シ
ュ
ー
マ
イ

の
開
発
の
た
め
の
旅
費
で
あ
る
。

　
出
張
先
は
ど
こ
に
行
く
予
定

で
あ
る
の
か
。

　
滝
川
市
の
予
定
で
あ
る
。

　
鬼
志
別
地
区
に
お
け
る
新
築

住
宅
建
設
に
伴
い
、
配
水
管
の

布
設
替
え
を
す
る
必
要
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
調
査
設
計
費
の

追
加
を
行
う
も
の
。

　
鬼
志
別
地
区
に
お
け
る
新
築

住
宅
建
設
に
伴
い
、
下
水
道
管

渠
布
設
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
る
調
査
設
計
費
の
追
加
を

行
う
も
の
。

　
介
護
給
付
費
等
の
確
定
に
伴

う
過
年
度
分
返
還
金
の
新
規
計

上
及
び
基
金
積
立
金
の
減
額
計

上
を
行
う
も
の
。

　
退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
清

算
納
付
金
の
確
定
に
伴
い
、
追

加
を
行
う
も
の
。

〇
産
業
貢
献
者

・
仲　
野　
信　
之　
様

〇
社
会
貢
献
者

・
熊　
谷　
保　
雄　
様

　
太　
田　
一　
徳　
氏

　
任　
期

　
令
和
４
年
９
月
27
日
か
ら

　
令
和
７
年
９
月
26
日
ま
で

　
榛　
澤　
弘　
章　
氏

　
任　
期

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て

報
告
さ
れ
た
。

　
『
実
質
公
債
費
比
率
』
は
、

９
・
８
％
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
、
『
将
来
負
担
比
率
』
は
、

２
・
６
％
と
な
っ
た
。

　
『
実
質
赤
字
比
率
』
『
連
結

実
質
赤
字
比
率
』
『
資
金
不
足

比
率
』
は
、
赤
字
や
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
な
い
た
め
非
該
当

　
前
述
の
「
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
等
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
に
お
い
て

規
定
の
整
理
等
を
行
う
も
の
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕

事
の
両
立
支
援
の
推
進
を
目
的

と
し
た
地
方
公
務
員
法
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
育
児
休
業
の
取

得
回
数
に
つ
い
て
原
則
１
回
と

さ
れ
て
い
た
も
の
が
原
則
２
回

に
拡
充
さ
れ
る
ほ
か
、
国
家
公

務
員
に
適
用
さ
れ
る
人
事
院
規

則
等
の
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤

職
員
に
係
る
育
児
休
業
の
取
得

要
件
の
緩
和
な
ど
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
準
じ
て
、
本
条
例
に
お

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
村
営
牧
野
用
地
と
し
て
購
入

同

意

案

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

報

告

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

猿
払
村
営
牧
野
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

漁
船
上
架
施
設
機
能
強
化

工
事
に
係
る
契
約
の
締
結

答
弁
中
山
総
務
課
長

渡
辺
議
員

質

疑

答
弁
阿
部
産
業
課
長

答
弁
阿
部
産
業
課
長

渡
辺
議
員

渡
辺
議
員

渡
辺
議
員

令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
（
保

険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

産
業
貢
献
者
等
の
表
彰

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

諮

問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

令
和
３
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
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網
の
整
備
等
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業

の
推
進
や
森
林
づ
く
り
を
担
う

人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水

産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
復

興
大
臣

【
内
容
】

　
国
が
進
め
る
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
よ

り
、
多
く
の
水
田
が
交
付
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
、
日
本
の
食
料
自
給
率
の

引
き
上
げ
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
り
、
見
直
し
の
中
止
を
求
め

る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
外
務
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣

【
内
容
】

　
来
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全

体
の
確
保
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、

歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も

り
、
地
方
財
政
の
確
立
を
求
め

る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済

財
政
政
策
担
当
）

【
内
容
】

　
北
海
道
を
支
え
る
「
食
」
や

「
観
光
」
に
関
連
す
る
地
域
基

盤
の
確
立
に
向
け
、
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社

会
資
本
の
整
備
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
地
方
財
政
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
も
と
、

必
要
な
予
算
を
要
請
す
る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
国
土
強

靱
化
担
当
大
臣

【
内
容
】

　
全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、

軽
度
・
中
度
等
難
聴
児
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
制
度

は
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
都
道

府
県
で
制
度
内
容
が
大
き
く
異

な
り
、
成
人
に
つ
い
て
は
制
度

が
な
い
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の
支
援

拡
充
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣

　
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
へ
の
支
援
を

目
的
に
、
国
か
ら
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
の
追
加

配
分
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

村
内
経
済
の
活
性
化
や
消
費
拡

大
等
を
図
る
べ
く
、
「
商
工
業

応
援
商
品
券
発
行
事
業
」
や
指

定
管
理
者
に
対
す
る
「
雇
用
継

続
持
続
化
支
援
事
業
」
の
新
規

計
上
を
行
う
ほ
か
、
旧
村
営
プ

ー
ル
解
体
工
事
費
の
新
規
計
上
、

さ
ら
に
は
、
漁
船
上
架
施
設
機

能
強
化
事
業
に
係
る
債
務
負
担

行
為
の
追
加
な
ど
を
行
う
も
の
。

と
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
指
標

が
早
期
健
全
化
基
準
未
満
と
な

っ
た
。

【
内
容
】

　
教
職
員
の
未
配
置
・
未
補
充

が
広
が
り
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
お
り
、
国
の
責
任
で
教
職
員

未
配
置
・
未
補
充
問
題
を
抜
本

的
に
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を

早
急
に
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣

【
内
容
】

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
貢
献
す
る
森
林
吸
収
源
対

策
の
推
進
や
山
村
地
域
の
活
性

化
に
向
け
た
植
林
・
間
伐
や
路

国
の
責
任
で
教
職
員
未
配
置
・

未
補
充
問
題
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
０
２
３
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

請
願･
陳
情･
意
見
書

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に

向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書

補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改
善
を

は
じ
め
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の

支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

第
３
回
臨
時
会

村民１人に１冊ずつ配布された
「商工業応援商品券」



令和３年度 各会計 歳入歳出 決算総括表

合　　　計　　　名 歳入（収入）
Ａ

歳出（支出）
Ｂ

翌年度に
繰越すべき
財源Ｃ

実質収支
Ａ－Ｂ－Ｃ＝Ｄ

一 般 会 計 55億3225万1124円

3億5595万1748円

2億2095万5865円

5億7150万6974円

2億4854万8643円

1億9507万6437円

3539万8550円

4億6930万2600円

3億5468万2681円

2億2000万4518円

5億7079万4915円

2億4168万9336円

1億9284万4026円

3510万9850円

4億6930万4600円

117万3067円

95万1347円

71万2059円

685万9307円

223万2411円

28万8700円

△2000円

54億4954万7105円 312万8000円 7957万6019円

簡易水道事業特別会計 9万6000円

下水道事業特別会計 ―
国民健康保険特別会計
（ 事 業 勘 定 ） ―

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） ―

介 護 保 険 特 別 会 計
（介護サービス事業勘定） ―

後期高齢者医療特別会計 ―
国 民 健 康 保 険 病 院
事 業 会 計 ―

令
和
３
年
度
予
算
の
適
正
執
行
、
施
策
の
成
果
を
確
認

　
令
和
３
年
度
の
決
算
審
査
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
笠
井

委
員
長
）
を
設
置
し
、
９
月
７
日
〜
８
日
の
本
会
議
休
会
中
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
会
計
を
全
員
一
致
で
「
認

定
す
べ
き
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
の
基
本
方
針
と
し
て

①
予
算
の
適
正
執
行
　
②
予
算
執
行
に
よ
る
行
政
効
果
と
経
済
効
果
　
③
税
・
税
外
収
入
の
状
況
及

び
整
理
等
を
重
点
的
に
審
査
す
べ
く
、
理
事
者
は
じ
め
各
担
当
職
員
の
出
席
を
求
め
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
慎
重
か
つ
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

議会費　4961万円

総務費
9億8710万円

民生費
10億8983万円

農林水産業費　4億4090万円

商工費
2億5023万円

衛生費
6億9149万円

土木費
4億4281万円

消防費
4億6687万円

教育費
4億9644万円

公債費（借金返済）
5億2863万円

災害復旧費　561万円

歳出総額
54億4955万円
歳出総額

54億4955万円

村税　4億5980万円
分担金及び負担金

1807万円
使用料及び手数料

7340万円

その他
8億6677万円

地方交付税
25億3317万円

国庫支出金
3億2079万円

村債
9億2263万円

道支出金
1億5062万円

交付金等　1億8700万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源

歳入総額
55億3225万円
歳入総額

55億3225万円

※端数により合計と合わない場合があります

令和３年度 一般会計 歳入歳出の決算状況
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令
和
３
年
度
の
中
山
間
事

業
推
進
協
議
会
に
お
け
る
エ

ゾ
シ
カ
の
駆
除
頭
数
を
伺
う
。

　
協
議
会
の
取
り
組
み
で
の

駆
除
数
は
４
０
０
頭
で
あ
っ

た
。

　
村
か
ら
の
委
託
分
３
０
０

頭
と
合
わ
せ
て
７
０
０
頭
を

駆
除
し
て
も
、
エ
ゾ
シ
カ
が

減
っ
て
い
な
い
印
象
を
受
け

る
が
、
村
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
令
和
４
年
度
は
、
９
０
０

頭
を
駆
除
す
る
予
算
を
計
上

し
て
お
り
、
今
後
も
猟
友
会

と
協
議
を
し
て
駆
除
を
し
て

き
た
い
。

決 算審査特別委員会 質疑･答弁内容決 算審査特別委員会 質疑･答弁内容

４人の委員から
９項目・１４点の
質疑がありました。

　
村
民
か
ら
車
の
走
行
中
に

エ
ゾ
シ
カ
と
接
触
し
た
な
ど

の
苦
情
は
役
場
に
は
届
い
て

て
い
な
い
の
か
。

　
村
に
苦
情
な
ど
の
報
告
は

届
い
て
い
な
い
。

　
施
設
園
芸
栽
培
調
査
研
究

事
業
の
令
和
３
年
度
の
実
績

を
お
聞
き
し
た
い
。

　
野
菜
の
販
売
は
、
サ
ニ
ー

レ
タ
ス
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
小

松
菜
、
春
菊
、
カ
ブ
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
８
万
１
０
９
５

円
、
生
イ
チ
ゴ
は
６
０
５
パ

ッ
ク
で
42
万
９
５
０
０
円
、

冷
凍
イ
チ
ゴ
は
３
７
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
45
万
６
２
８
０
円

　
新
規
就
農
に
向
け
て
農
地

の
問
題
や
国
の
補
助
金
、
ま

た
村
で
の
支
援
と
い
う
課
題

も
含
め
て
調
査
中
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
７
月
に
イ
チ
ゴ

農
家
の
就
農
希
望
者
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
加
わ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
最
終
年
に
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
入
れ
、

検
証
を
進
め
て
い
く
。

　
芦
野
地
域
に
あ
る
砂
利
道

に
つ
い
て
以
前
か
ら
地
域
よ

り
舗
装
整
備
を
要
望
し
て
い

る
が
、
今
後
整
備
に
つ
い
て

村
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

　
以
前
、
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
際
、
穴
に
グ
レ
ー
ダ
ー

を
か
け
た
り
、
砂
利
を
引
き

直
し
た
り
は
し
て
い
る
が
、

舗
装
整
備
に
つ
い
て
は
事
業

経
費
膨
大
に
な
る
た
め
、
村

道
維
持
全
体
で
考
え
る
と
、

悪
化
し
て
い
る
路
線
か
ら
整

備
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

農
業
事
業
等
の
補
助
金
が
あ

れ
ば
事
業
化
し
、
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
酪
農
関
係
者
の
使
用
頻
度

が
高
い
道
路
な
の
で
、
砂
利

道
だ
と
車
も
傷
み
が
早
く
、

仕
事
効
率
も
悪
い
の
で
、
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
閉
鎖
し
た
旧
浜
鬼
志
別
保

育
所
に
遊
具
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
状
況
は
把
握

し
て
い
る
か
。

　
浜
鬼
志
別
自
治
会
か
ら
一

部
破
損
し
て
い
る
と
連
絡
あ

り
、
破
損
し
て
い
る
遊
具
は

修
繕
せ
ず
に
使
用
中
止
と
し

た
。

答
弁
阿
部
産
業
課
長

答
弁
阿
部
産
業
課
長

笠　井　哲　哉　委員長
かさ い てつ や渡

辺
委
員

エ
ゾ
シ
カ
対
策

と
な
り
、
総
収
入
は
96
万

６
８
７
５
円
で
あ
っ
た
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
育

所
へ
の
給
食
提
供
と
し
て
２

回
、
各
種
団
体
活
動
へ
の
提

供
と
し
て
７
団
体
に
９
回
、

保
育
園
児
・
小
学
校
児
童
の

収
穫
体
験
を
７
回
実
施
し
た
。

　
ま
た
他
市
町
村
か
ら
の
視

察
を
８
件
受
け
入
れ
た
。

　
新
商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、

菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
の
販
売
や
地
元
事
業

者
が
ジ
ャ
ム
を
製
造
販
売
し

た
。

　
新
産
業
創
造
と
い
う
目
的

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

新
規
就
農
と
し
て
参
入
で
き

る
の
か
伺
う
。

渡
辺
委
員

答
弁
向
井
保
育
所
長

渡
辺
委
員

渡
辺
委
員

答
弁
末
永
産
業
課
長
補
佐

旧
浜
鬼
志
別
保
育
所
の

遊
具
に
つ
い
て

山
森
委
員

渡
辺
委
員

施
設
園
芸
栽
培
調
査
研
究
事
業

答
弁
阿
部
産
業
課
長

答
弁
阿
部
産
業
課
長

渡
辺
委
員

道
路
網
の
整
備

答
弁
高
松
建
設
課
長

渡
辺
委
員
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破
損
し
た
遊
具
だ
け
を
使

用
中
止
に
し
て
も
、
子
ど
も

は
遊
ん
で
し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
。

　
街
中
に
あ
る
遊
具
は
村
民

の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
部

分
な
の
で
、
修
繕
を
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
早
急
に
現
場

を
確
認
し
て
、
修
繕
か
除
却

の
方
向
性
を
示
し
て
対
応
す

る
。

せ
な
い
ご
み
の
袋
単
価
が
本

村
よ
り
高
く
、
平
均
単
価
を

比
べ
る
と
総
体
的
に
は
、
同

じ
よ
う
な
金
額
に
な
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
袋
の
製
造
コ
ス

ト
も
高
騰
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
も
考
慮
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
令
和
３
年
度
の
職
員
の
退

職
者
13
名
の
う
ち
、
自
己
都

合
退
職
者
が
11
名
で
、
新
規

採
用
者
が
14
名
と
な
っ
て
お

り
、
職
員
の
出
入
り
が
多
い

と
感
じ
る
。

　
貴
重
な
戦
力
の
職
員
が
辞

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

村
長
か
ら
職
員
と
力
を
合
わ

せ
て
仕
事
し
て
い
く
よ
う
な

力
強
い
決
意
表
明
を
い
た
だ

き
た
い
。

　
こ
こ
数
年
、
中
途
で
退
職

さ
れ
る
こ
と
は
個
人
と
し
て

も
、
村
長
と
し
て
も
残
念
で

あ
る
し
、
当
然
、
経
験
豊
富

な
職
員
が
流
出
す
る
の
は
、

村
と
し
て
も
損
失
が
大
き
い
。

　
し
か
し
、
昔
と
比
べ
て
多

様
な
職
種
や
仕
事
、
考
え
方

も
あ
る
の
で
、
公
務
員
が
一

生
の
仕
事
で
は
な
い
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。

　
現
在
、
本
村
で
は
５
年
未

満
の
行
政
職
が
40
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
長
い
目

で
み
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ま
だ

ま
だ
伸
び
し
ろ
あ
る
人
材
が

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
極
力
長
く
勤
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

者
へ
の
保
険
証
発
行
に
つ
い

て
、
村
の
対
応
を
お
聞
き
す

る
。

　
税
務
係
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
短
期
の
被
保
険
者
証

の
期
間
を
決
め
て
い
る
。

　
保
険
料
の
収
入
未
済
額
が

あ
る
が
、
経
緯
を
お
聞
き
し

た
い
。

　
１
名
分
の
収
入
未
済
と
な

っ
て
お
り
、
原
因
と
し
て
は
、

期
限
内
の
納
付
を
忘
れ
て
お

り
、
滞
納
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
は
計
画
的
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

答
弁
伊
藤
村
長

野
村
委
員

職
員
の
退
職
者
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
収
入

未
済
額
に
つ
い
て

小
山
内
委
員

野
村
委
員

ご
み
袋
に
つ
い
て

小
山
内
委
員

答
弁
佐
藤
住
民
課
長

答
弁
佐
藤
住
民
課
長

国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

渡
辺
委
員

答
弁
石
田
保
健
福
祉
課
長

答
弁
石
田
保
健
福
祉
課
長

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

渡
辺
委
員

　
固
定
資
産
税
の
収
入
未
済

額
が
あ
る
が
、
徴
収
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

　
現
在
、
19
件
５
名
の
滞
納

が
あ
り
、
見
通
し
が
つ
い
て

い
な
い
収
入
未
済
額
が
30
万

円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　
税
の
徴
収
率
を
上
げ
る
よ

う
に
庁
内
で
協
力
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　　
近
隣
の
浜
頓
別
町
や
中
頓

別
町
の
資
源
ご
み
の
袋
は
、

指
定
の
ご
み
袋
で
な
く
一
般

の
袋
で
対
応
し
て
い
る
が
、

猿
払
村
も
製
造
コ
ス
ト
も
か

か
る
指
定
の
有
料
ご
み
袋
で

は
な
く
、
一
般
で
購
入
で
き

る
袋
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

　
浜
頓
別
町
や
中
頓
別
町
は
、

資
源
ご
み
の
袋
を
一
般
の
袋

で
対
応
し
て
い
る
が
、
そ
の

分
、
燃
や
せ
る
ご
み
や
燃
や

答
弁
伊
藤
村
長

山
森
委
員
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さるふつ公園借上型職員住宅

リサイクルセンターリサイクルセンター

実施日▶10月５日（水）

総務経済常任委員会

村内行政視察村内行政視察

【視察箇所】
①借上型職員住宅（令和３年度着工分の竣工状況）
②旧村営プール（解体工事の実施状況）
③リサイクルセンター（施設・設備の状況）
④さるふつ公園（遊具設置工事の竣工状況）

令和４年８月に１棟４戸の住宅が完成し、
令和５年度も隣接地に建設が予定されている。

令和３年度から計画的に遊具整備が進められ、令和５年度も
複合遊具やブランコが整備される予定となっている。

設備の老朽化が進んでおり、令和４年度中に「びん破砕機」と「ペットボトル圧縮機」が更新される予定である。



　
第
23
回
目
は
、
鬼
志
別
南
町
に
お
住
ま
い
の
椹
さ
ん
で

す
。
椹
さ
ん
は
、
士
別
市
出
身
で
、
26
年
前
に
「
稚
内
し

ん
き
ん
」
に
就
職
し
、
遠
別
町
、
利
尻
町
、
稚
内
市
、
中

頓
別
町
、
枝
幸
町
歌
登
、
利
尻
富
士
町
に
赴
任
さ
れ
、
令

和
２
年
４
月
よ
り
鬼
志
別
支
店
に
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―

猿
払
村
で
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
？

　
猿
払
村
に
住
ん
で
か
ら
２
年
半
が
経
ち
ま
す
が
、
私
は

暑
い
気
候
が
苦
手
な
の
で
、
夏
も
涼
し
く
て
、
快
適
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

―
―

猿
払
村
の
良
い
と
こ
ろ
、
困
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
あ
り

ま
す
か
？

　
私
の
仕
事
柄
、
住
民
の
方
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の
で

す
が
、
気
さ
く
な
人
ば
か
り
で
、
み
な
さ
ん
と
気
軽
に
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
こ
ろ
は
、
私
自
身
す
ぐ
に
そ
の
地
域
に
馴
染

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―

猿
払
村
に
望
む
と
こ
ろ
は
？

　
独
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
公
的
な
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

病
院
施
設
を
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
。

―
―

議
会
の
活
動
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
や
今
後
の
議

会
に
期
待
す
る
こ
と
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
議
会
の
活
動
に
関
し
て
、
私
か
ら
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
る
と
、
議
員
さ
ん
の
活
動

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
載
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
議
会
広
報
も
さ
ら
に
工
夫
さ
れ
、
誌
面
の
充
実

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

―
―

貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あなたの声
村議会に

聞かせてください

をあなたの声
村議会に

聞かせてください

を
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村議会は、村の予算や身近な問題について話し合う大切な会議の場です。
お問い合わせは、議会事務局へお気軽にお尋ね下さい。【電話2-3366】

鬼志別南町

椹　久生さん
さわらぎ ひさ お
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■インタビュアー
　議会広報特別委員会委員長

　　　　　　　山森　清志
やまもり きよ し

次の定例議会の開催は、
12月７日～９日の予定です。
次の定例議会の開催は、

12月７日～９日の予定です。

９月定例会の動画も配信中です

「議会だより」では伝えきれない本会議等の様子を動画配信サイト
YouTube（ユーチューブ）にて配信してますので、ご視聴ください。

なお、視聴にあたっては、同チャンネルの概要欄に記載の
「免責事項」に同意のうえ、ご覧ください。


